
高齢者の交通事故減少、子ども（中学生以下）の交通事故減少、自動車による交通事故減少

【自動車による交通事故減少】シートベルト着用の啓発活動、企業等への交通安全講習 など

【高齢者の交通事故減少】 参加・体験型の交通安全教室、夜光反射材の着用啓発 など

【子どもの交通事故減少】 保護者等も含めた参加・体験型の交通安全教室(歩行・自転車乗車中) など

【モデル校区からの提案】 交通安全マップの作成

鹿児島市 安心安全課発行元
〒892-8677 鹿児島市山下町11-1 （市役所東別館3階）

TEL：099-216-1512 FAX：099-226-0748

Email：an-safe@city.kagoshima.lg.jp
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Ｑ１．セーフコミュニティってなんだろう？

「事故やケガは偶然に起こるのではなく、

予防できる」との考えのもとに行う、事故や

ケガを予防する取組みのことです。

この取組みは、地域の皆さんや、

市役所、警察、消防、医療機関

など、地域に関わる全ての人々

が一緒になって行います。

Ｑ２．事故やケガの予防ってどうしたらできるの？

思いつきで予防に取り組むのではなく、

統計データやアンケート結果を使って

事故やケガの原因を調べ、予防策を考えます。

取組み後はしっかり効果を確認して、

予防策の見直しも行います。

行政 関係団体

地域住民

安全診断

取組企画

取組実施工夫・改善

取組評価

鹿児島市では、「交通安全」「学校の安全」「子どもの安全」

「高齢者の安全」「ＤＶ防止」「自殺予防」「防災・災害対策」

の７分野に取り組んでいます。

セーフコミュニティってなんだろう？？

目 標

取 組

「交通安全分野」の目標と取組

◆◇◆上記の取組を行った結果、以下のような成果が見られました！◆◇◆

取組の成果
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夜間における歩行中の高齢者の交通事故死傷者数
(人)

『夜間における歩行中の高齢者の交通事

故死傷者数』は、大幅に減少しました！
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モデル地区における交通事故死傷者

（１万人あたり）
(人)モデル地区である吉野校区では、『１万人

あたりの交通事故死傷者』が大幅に減少し

ました！


